
　
広
域
幹
線
と
し
て
の
公
共
交
通

　
北
斗
市
で
は
、市
民
の
移
動
手
段
と
な

る
公
共
交
通
の
利
便
性
・
効
率
性
の
向

上
を
図
り
、ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

た
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、令
和
３

年
３
月
「
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
通
勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
北
斗
市
〜

函
館
市
間
の
移
動
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高

く
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
は
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
強
化
を
図

る
必
要
性
が
高
い
重
要
な
「
広
域
幹
線
」

公
共
交
通
と
し
て
、計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
が
ま
れ
号
の
由
来

　『
ゆ
っ
く
り
し
て
』

　
　
　
　『
の
ん
び
り
し
て
』

　
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
で
は
、道
南
地
域

の
食
や
文
化
な
ど
の
魅
力
あ
る
情
報
を

発
信
す
る
列
車
「
な
が
ま
れ
号
」
が
走
っ

て
い
ま
す
。 「
な
が
ま
れ
」
と
は
道
南
地

方
の
懐
か
し
い
方
言
で
、『
ゆ
っ
く
り
し

て
』『
の
ん
び
り
し
て
』
の
意
味
で
す
。毎

年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、「
鉄
旅
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
２
０
１
６
」で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
し
た
「
な
が
ま
れ
海
峡
号
」
と
い
う

観
光
列
車
と
し
て
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
が
ま
れ
海
峡
号
」は
、貸
し
切
り
列

車
ツ
ア
ー
と
し
て
、
途
中
、
駅
ホ
ー
ム
で

の
立
ち
売
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
地

元
の
食
材
を
味
わ
い
な
が
ら
列
車
旅
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
冬
に
は
、
車
窓
を

楽
し
み
な
が
ら
熱
々
お
で
ん
を
食
べ
る

「
お
で
ん
列
車
」、ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る「
ク
リ
ス
マ
ス

ト
レ
イ
ン
」を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、の
ん
び
り
地

元
の
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽
し
ん
で
み

て
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※

令
和
５
年
度
の
運
行
予
定
は
、３
月
頃

　
に
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
公
表
予
定
で
す
。　

ローカル鉄道に揺られる魅力
　津軽海峡や函館山、夜には函館の街灯りが広がり
イカ漁の時期には「いさりび」が車窓に映し出されます。
いさりび鉄道は、函館市、北斗市、木古内町の３市町を結び、

地域の通勤・通学・通院・買い物などに利用され、
市外からの観光客にも利用されています。観光列車「ながまれ海峡号」車内の様子

　道南いさりび鉄道の車両は、キハ４０系という昔
ながらのディーゼル車両を使用しています。
　全部で7 色あり、「ながまれ号」をはじめ、道南の
四季をイメージしたオリジナル色や旧国鉄色を復刻
したカラーリングの車両を、楽しむことができます。

　いさりび鉄道の車両をデザインした髙田傑建築
都市研究室の髙田傑さんにお話を伺いました。

　いさりび鉄道の車両をデザインした旧上磯町出身
の髙田傑さん。髙田さん自身も高校時代は、東久根
別駅から毎日の通学に、鉄道を利用していました。
　「昔、利用していた列車のデザインを、まさか自分
が請け負うことになるとは、思ってもいませんでし
た」と当時の心境を語ります。
　「嬉しいのと同時に、住み慣れた故郷のために何
か協力できるのではないかと考えました」。
　車体にデザインされたラインは、いさりび鉄道の
車窓から見える水平線と函館山の姿をなぞったも
の。ながまれのロゴデザインは、髙田さんの奥様が
筆を握り、描いたものだそうだ。
　「この景色は、毎日鉄道を利用している人にとっ
て、ふるさとの心情風景として記憶に残っている。た
くさんの人が鉄道を利用して地元の魅力を思い出

し、愛着を持ってくれればうれし
いです」。
髙田  傑 （たかだ すぐる）
建築家　北斗市在住
公立はこだて未来大学研究棟の設
計・現場監理などを担当し、独立。
作品には、星野リゾート・トマム雲海
テラスの巨大ハンモック「Cloud 
Pool」などがある。

●キハ４０系

ふるさとの記憶を
　　　　いさりびの車両に

営業区間は五稜郭～木古内間の37.8km、
全部で12の駅があります。
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新函館北斗駅・上磯線（２８系統）

春休み休日ダイヤ・
　　　　　夏ダイヤ運行のお知らせ
　３月２５日（土）～４月５日（水）まで学校が春
休みとなるため、１日４便の休日ダイヤで運行
します。平日ダイヤとお間違えのないようご注
意ください。
●４月１日からは夏ダイヤ
　４月１日（土）から夏ダイヤに切り替わります。
　そのため、冬季の通学用として延長していた
次の停留所は運行しませんので、ご注意くださ
い。
・七重浜８丁目～久根別２丁目間
・中野通１丁目
・上磯高校前
※夏ダイヤ運行時刻表は、３月下旬に全戸配布
　します。

　　市役所企画課企画係　[内線２３７]

函館バス　ダイヤ改正
　４月１日（土）にダイヤ改正が行われます。
　詳しくは、函館バスホームページで確認いた
だくか、お問い合わせください。

　　函館バス株式会社　☎２２-８１１１

　道南いさりび鉄道では、令和５年３月１８日（土）にダイヤ改正を行い、最終列車の運行時刻が次
のとおり変更になりますのでお知らせします。
　下記以外にも発着時刻が多少変更となる便がありますので、詳しくは時刻表をご確認ください。

ダイヤ改正のおしらせ

　　道南いさりび鉄道　
　　　　 ☎８３-１９７７
　　https://www.shr-isaribi.jp/

問

問

問

HP

道南いさりび鉄道ダイヤ改正

■最終列車の運行時刻変更

現行

上り

発駅

函館
函館
木古内
上磯

時刻

21:21
22:00
20:55
21:57

着駅

上磯
木古内
函館
函館

時刻

21:46
23:00
21:58
22:20

下り

改正後

上り
減便

減便

発駅

函館
木古内

時刻

21:46
20:55

着駅

木古内
函館

時刻

22:47
21:57

下り
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